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分水北小学校の今後の在り方とは・・・
【燕市では】
複式学級となることが見込まれる段階において、「燕市建物系公共施設保有量
適正化計画」に基づく学校教育施設の見直し及び子どもたちのより良い教育環
境に関する検討を行うため、「燕市立学校の在り方検討委員会（分水北小）」
（以下「委員会」という）を令和7年6月に設置

【委員会では】
・学校の適正規模、適正配置について協議し、市教育委員会に提言する
・任期は委嘱された日から提言を行った日まで

これまでの委員会では、複式学級の学習形態や環境をふまえると、子ども
たちのためには、複式学級ではなく、統合した方が良いという意見が多数
を占めている。

▼
燕市HP
分水北
小学校の

在り方検討
委員会



分水北小学校の児童数・学級数の推移と今後の見込み（R7.5現在）
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複式学級

引き続く２つの学年の児童数の
合計が16人以下（ただし、新1学
年を含む場合は８人以下）
※新潟県学級編制基準



複式学級とは（３学年・４学年の複式学級の例）
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▼ 複式学級の学習の進め方の一例

１人の先生が学年間を交互に移動して指導するため、教科によっては、児童だけで学習を進めなければならな
い時間がある。

※間接指導 教師が一方の学年の子どもたちを指導している間、もう一方の学年は子どもたちだけで学習を進めること。



複式学級では

想定されること 課題となること

• 異年齢同士の協力的な態
度を養いやすい

• 一人ひとりの存在感や役割
を持たせやすく、リーダー性
を育てやすい

• 自分たちで学習を進めてい
く場面が多く、自主的、協力
的な学習態度を育てやすい

• 少人数のため、多様な考えにふれたり、話合いを通
して学びを深めたりする機会が不足がちになる

• 大きな集団での社会的経験の場や機会が不足がち
になる

• 年齢や学年が異なるため、個々の能力差や個人差
が大きい

• 学年別指導の場合、教師の直接的な指導を受ける
時間が少ない

5



分水北小学校の在り方検討委員会からの報告
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２つの小学校での統合案と、３つの小学校での統合案を並行して検討

分水北・島上小学校の２校で統合した場合の児童数と学級数の推移について（R7.5現在）

※児童数は特別支援学級在籍児童数を含む



分水北小学校の在り方検討委員会からの報告
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２つの小学校での統合案と、３つの小学校での統合案を並行して検討

分水地区小学校の３校で統合した場合の児童数と学級数の推移について（R7.5現在）



分水北小学校の在り方検討のスケジュールについて
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